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ウ 検証授業③（知的障害特別支援学校小学部４年） 

(ｱ) 単元の概要 

小学部算数 指導案 「数えよう！計算しよう！」 

 

対   象：小学部第４学年 ６名 

単 元 名：「冒険にいこう」 

単元の目標：・10 ま で の 数 の 概 念 や 表 し 方 を 知 り 、 物 と 数 と の 関 係 に 関 心 を も っ て 関 わ ろ う

と す る 。  

・ 加 法 と 減 法 の 意 味 を 理 解 し 、 簡 単 な 計 算 が で き る よ う に な る 。  

・ 数 量 の 違 い を 理 解 し 、 算 数 で 学 ん だ こ と を 学 習 や 生 活 に 活 用 し よ う と す る 。

 

単元の評価規準： 

観点 

評価 

ア 

知識・技能 

イ  

思考・判断・表現 

ウ  

主体的に学習に取り組む態度

単元の 

評価規準 

①10 までの数の数え方や

表し方が分かる。 

②具体的な事物を加えた

り、減らしたりすること

ができる。 

①物の数に着目し、数を数え

ながら、正しく表現するこ

とができる。 

②数の数え方や計算の仕方

を考え、表現することがで

きる。 

①楽しい雰囲気の中で、意欲

的に課題解決に取り組む。

②これまでに学習したことを

結び付けてよりよく問題を

解決しようとする。 

単元の指導計画（10 時間扱い）： 

時 主な学習活動・内容 

第１～４時 
・10 までの数の数え方や表し方が分かる。 

・具体的な事物を加えたり、減らしたりすることができる。 

第５～８時 

（本時は８時） 

・物の数に着目し、数を数えながら、正しく表現することができる。 

・数の数え方や計算の仕方を考え、表現することができる。 

第９～10 時 ・学習したことを結び付けてよりよく問題を解決しようとする。 

授業の展開： 

時間 主な学習活動・内容 指導上の留意点・配慮事項 

導入 

５分 

・人数数え、挨拶 

・本時の説明 

・『冒険にいこう～オープニング～』 

・隊列に並ぶ 

・自発的に着席し、授業の始まりを期待しながら

待てるように支援する。 

・テレビ画面が見やすいように教室環境（カーテ

ン等）を確認する。 

展開 

 

35 分 

【第１ステージ】 

◎冒険隊①  数数え ３問 

 ～ぼうけんにいこう～ 

◎冒険隊②  数数え ３問 

 ～ぼうけんにいこう～ 

◎冒険隊③  数数え ３問 

 ～ぼうけんにいこう～ 

 

・大きな声で数唱し「ぜんぶでいくつ」の問い掛

けに応答できるようにする。 

・自信をもって答えられるように支援する。 

 

・緊張をほぐすための言葉掛けや促しを行う。 

◎冒険隊④  たし算 ３問 

 ～ぼうけんにいこう～ 

◎冒険隊⑤  ひき算 ３問 

 ～ぼうけんにいこう～ 

◎冒険隊⑥  繰り上がりたし算 ３問

 

☆「たからものあったー」で振り返り 

 ～ズートピア～ 

・「おたすけアイテム」を使用し、解を導きやす

いように支援する。 

・引き算の意味理解を深めるために、視覚効果を

利用する。画面に注目できるようにする。 

・「10 のまとまり」を理解し、個数を数えない

でも計算できる方法を伝える。 

・テーマ曲にのせて学習をふり返る。 

【第２ステージ】 

※冒険隊①②③ 数数えプリント 

※冒険隊④  たし算プリント  

※冒険隊⑤⑥ たし算プリント  

 

・個々の課題に集中して取り組む。 

・わからない箇所は自ら質問できるような環境設

定を工夫する。 

まとめ 

５分 

・まとめ 

・挨拶 

・プリント課題の進み具合により、個々に終了の

挨拶をする。 
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表２ 障害種による学習上の困難に応じた手だての違い 

   

 例）小学部第５学年 理科「物の溶け方」 

    第１時の目標 ・食塩の溶ける様子や食塩水の様子をすすんで観察し、物が水に溶け

ることを捉える。 
 視覚障害 聴覚障害 肢体不自由 病弱 

実

態 

例 

全盲 右 115dBHL 左 108dBHL 

主たるコミュニケーシ

ョン手段は手話 

右半身に麻痺 

コミュニケーション機

器を使用 

適応障害 

不安が強い 

導

入 

○食塩のつぶを触っ

て、手触りを確かめ

る。 

○食塩を少しなめて、

味を確かめる。 

○「物が溶ける」の例

を挙げさせ、児童の

経験と言葉が結び付

いているか、確認す

る。 

○自分の手や足などの

優位な感覚器官で食

塩の感触を捉える。 

○食塩はどのようにし

て使うことがあるの

かを自分の経験から

考えるように促し、

食塩の特徴を確認す

る。 

 

○学習空白があるの

で、知っておくべき

下学年の内容(実験

操作方法等)を事前

に復習する。 

○「つらくなったら授

業を休めること」や

「周りの教員に分か

らないことや悩みを

言う」ように伝える。

展

開 

○水と食塩をかき混ぜ

た後、手を入れて食

塩がなくなったこと

を確認する。 

○音声測りで重くなっ

たこと、なめてみて

食塩の味がすること

を確認する。 

○かき混ぜる前と後の

カップを感光器で、

光を音に変換し、(透

き通り方)透き通っ

ていることを確認す

る。 

○食塩が溶ける様子を

観察させ、気付いた

ことを自分なりの言

葉で表現させ、適切

な日本語表現あるい

は教科で使う言葉に

整理していく。 

○「物が溶ける」とい

うことは、水の中で

物が見えなくなるこ

とだと理解するため

に、水に溶けない具

体物を用意してお

き、比べさせる。 

○直接的な体験の場を

設定する。 

○水に溶ける物、溶け

ない物の具体物を準

備し、実際に溶ける

かどうかを確認す

る。 

○「溶ける」、「溶けな

い」の状態を比較す

る場面を設ける。 

 

○間違えていても肯定

的な言葉掛けをす

る。否定しない。 

○実験操作をしたい児

童のみ操作を行う。

他の児童は、操作を

観察するよう伝え

る。 

○発表ができる児童の

み実験結果の予想を

発表する。 

 

ま

と

め 

○溶けるとは、食塩の

つぶが触れなくなっ

た、重さは増えた等

をノートにまとめ発

表する。 

 

○比べた結果を基に、

分かったことを自分

なりの言葉で表現さ

せる。 

○学習で必要な言葉を

押さえながら、正し

い日本語表現でまと

める。 

○コミュニケーション

機器を使用して、実

験結果や考察などを

発表する。 

 

○一人ずつ実験結果

(水溶液の様子)を他

の児童に見せる。発

言しなくても無理な

く実験結果を発表し

共有できる。 

 

児

童

の

様

子 

○聴覚、触覚、嗅覚等、

保有する感覚を最大

限活用して学習する

ことができた。 

○自分なりに表現しつ

つ言葉の確認もでき

たのでしっかり思考

することができた。 

○優位な感覚器官や機

器等を使用し、直接

的な経験を通して学

習することができた。

○安心できる授業環境

の中で、休まずに主

体的に学習できた。 

 

物が溶けることが分かった。 
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